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媛秋機.恩訪・煮l甘,,y 
暑く長かった夏も過ぎ、あたり一面秋の気配。 

頭を垂れた稲穂がまるで黄色のじゅうたんを敷き 

つめたようで、さわやかに吹き渡る秋風に波打っ 

ています。 

透きとおるような蒼空につつまれ、ー歩一歩秋 

は深まっていきます。 

58年 

No.249 

[4保育所合同体育のつどい。9月18日、町民グランドで】 

秋空の下、子どもたちは、はだしで大はしゃぎ。 

お父さんお母さんは、集団の中での我が子の成長 

ぶりに目を丸くし、大声援。 

今年も4保育所合同体育のつどいが盛大に行わ 

れました。 

町統一秋祭り、町民文化祭と秋の行事は、目白 

押しです。 
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と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
 

ハ
 10
 

月
の
 

× ノ 

ハ
こ
よ
み
と
行
事
し
 o 

和
名
 
神
無
月
【
か
ん
な
づ
き
】
 

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
 

出
雲
の
国
に
集
ま
り
た
ま
う
と
い
う
こ
 

と
か
ら
、
ま
た
、
雷
が
無
く
な
る
月
と
 

も
い
わ
れ
る
。
 

1
日
（
木
）
 

共
同
募
金
運
動
（
諸
 3
1
 

日） 

法
の
日
、
里
親
月
間
、
覚
 

せ
い
剤
、
麻
薬
事
犯
取
締
 

り
強
化
月
間
 

7
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
じ
 

9
日
（
日
）
 

秋
祭
り
（
」
琵
殻
鯵
 

10 

日
（
月
）
 

体
育
の
日
、
目
の
愛
護
デ
 

11 

日
（
火
）
 

全
国
防
犯
運
動
（
謂
）
 

14 

日
（
金
）
 

鉄
道
記
念
日
 

15
 

日
（
土
）
 

敬
老
会
（
鼠
麓
）
 

16 

日
（
日
）
 

行
政
相
談
週
間
（
諮
）
 

17
 

日
（
月
）
 

乳
児
保
育
相
談
（
喫
肋
鱗
讐
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
ど
 

18 

日
（
火
）
 

統
計
の
日
 

21
 

日
（
金
）
 

三
種
混
合
（
叫
鱒
或
虜
）
 

婦
人
労
働
旬
間
（
報
）
 

電
信
電
話
記
念
日
 

国
連
の
日
、
霜
降
 

原
子
力
の
日
 

生
ワ
ク
チ
ン
（
叫
詳
或
虜
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
じ
 

読
書
週
間
 

10月は 町県民税3期分国民健康保険税4期分の納税月です 
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私
た
ち
の
ま
ち
赤
池
町
は
、
昭
和
ー
四
年
十
一
月
三
日
町
制
を
施
行
 

し
て
、
今
年
で
四
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。
 

こ
の
間
、
工
場
・
住
宅
団
地
の
造
成
、
校
舎
改
築
、
町
民
総
合
グ
ラ
 

ン
ド
の
整
備
、
上
野
橋
架
設
な
ど
社
会
福
祉
施
設
、
教
育
文
化
施
設
の
 

充
実
を
図
り
、
明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

今
日
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
町
の
財
政
状
況
は
極
め
て
逼
迫
 

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
財
政
健
全
化
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
 

努
力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
0
 

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
す
が
、
各
団
体
の
協
力
を
得
て
、
町
民
文
化
 

祭
と
同
時
に
簡
素
な
記
念
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
 

赤池町は今年、町制施行 

45 周年を迎えます 45歳” 
一ー」 

一
 

一
昭
和
十
一
年
三
月
、
旧
炭
鉱
売
店
上
よ
り
撮
影
、
現
在
は
 

ー
な
く
な
っ
た
ボ
タ
山
、
発
電
所
の
煙
突
が
見
え
て
い
ま
す
o
 

一
 

'' 
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【職員の歌や踊りに大喜びのお年寄り】 

村
上
正
行
氏
へ
 

感
謝
状
を
贈
呈
 

上
野
常
福
池
は
、
常
福
地
区
一
帯
の
 

農
業
用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
 

今
か
ら
約
八
十
年
前
、
大
雨
の
た
め
 

池
の
堤
防
に
決
壊
の
恐
れ
が
生
じ
、
当
 

時
、
池
の
横
に
畑
を
所
有
し
て
い
た
村
 

上
家
が
、
そ
の
補
強
工
事
に
畑
の
土
を
 

提
供
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
後
、
そ
 

の
畑
は
池
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
い
ま
 

し
た
。
 

町
の
敬
老
会
は
気
候
な
ど
を
考
慮
し
 

て
十
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
 

が
、
九
月
十
六
日
、
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
 

荘
で
恒
例
の
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

お
年
寄
り
は
数
日
前
か
ら
一
生
け
ん
 

め
い
舞
台
を
飾
り
付
け
、
職
員
は
練
習
 

に
汗
を
流
し
、
当
日
は
香
月
町
長
は
じ
 

め
、
議
会
か
ら
も
、
立
花
議
長
、
小
松
 

副
議
長
、
山
下
厚
生
常
任
委
員
長
も
出
 

席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

川
津
留
吉
さ
ん
（
七
十
歳
）
の
司
会
 

で
、
十
八
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
歌
や
踊
 

り
、
隠
し
芸
、
最
後
に
は
、
全
員
で
炭
 

坑
ぶ
し
を
踊
り
、
四
十
八
人
の
入
荘
の
 

お
年
寄
り
は
、
大
変
な
喜
び
よ
う
で
し
 

た。 こ
の
よ
う
に
農
業
用
水
確
保
の
た
め
 

献
身
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
 

へ
の
感
謝
の
意
味
で
、
九
月
五
日
、
町
 

長
よ
り
村
上
正
行
氏
へ
感
謝
状
が
贈
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

【村上正行さん】 
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赤
池
駅
前
、
道
路
は
鉱
害
復
旧
 

に
よ
り
か
さ
上
げ
さ
れ
、
家
屋
入
 

口
が
道
路
よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
 

す。 
（
昭
和
二
十
三
年
三
月
撮
影
）
 

r
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
 

、 
●町制施行45周年記念行事 

町民文化祭の日程・ 

〇11月2日 

ー  麟燕麟鷺鷺灘麟 

●町民文化祭前夜祭 

・45周年記念式典 

●中村八大氏記念講演 

テーマげ私の人生と音楽」 

●茶 会 ●囲碁大会 

●作品展示 

●芸能発表会 

●作品展示 

3日 

4日 

現
在
の
役
場
庁
舎
は
、
昭
和
一
一
 

十
八
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

落
成
式
は
町
制
施
行
十
五
周
年
 

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
間
、
 

一
度
も
不
合
格
に
な
っ
た
 

こ
と
は
な
く
、
香
月
さ
ん
の
血
で
命
を
 

救
わ
れ
た
人
も
数
多
い
と
の
こ
と
で
し
 

た
 。

 八
月
二
十
六
日
、
日
本
赤
十
字
社
か
 

ら
の
銀
色
有
功
章
が
町
長
よ
り
贈
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

【香月善美さん】 

賛
助
会
費
ご
協
力
 

の
お
願
い
 

交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

平
素
町
民
の
方
々
の
交
通
安
全
に
対
 

し
て
は
、
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
 

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

我
々
支
部
員
一
同
、
微
力
な
が
ら
一
 

生
懸
命
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
 

ま
す
が
、
未
だ
満
足
の
い
く
と
こ
ろ
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
分
、
予
算
不
足
の
 

と
こ
ろ
か
ら
、
皆
様
の
ご
芳
志
に
よ
り
 

こ
の
た
び
小
学
一
年
生
に
雨
傘
の
寄
贈
 

が
出
来
ま
し
た
。
 

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
芳
 

情
に
よ
り
交
通
事
故
防
止
に
努
力
い
た
 

し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
賛
助
、
ご
 

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
十
月
中
 

旬
以
降
お
伺
い
の
予
定
で
す
。
 

町
民
会
館
西
側
に
あ
っ
た
高
さ
 

八
十
七
H

の
ボ
タ
山
は
、
昭
和
五
 

十
五
年
度
ま
で
に
切
り
取
ら
れ
、
 

現
在
、
住
宅
団
地
に
生
れ
変
っ
て
 

い
ま
す
。
 

中村八大氏フrJフィール 

早稲田大学在学中にジャズーピアニス 

ドとしてデビコー、NHK番組「夢で逢 

いましょう」 では永六輔氏とコンビを組 

み 「黒い花びら了遠くへ行きたい」「こん 

にちは赤ちゃん」「上を向いて歩こう」 な 

ど、数多くのヒッ ト曲を生みだーすーぐ‘ 

名実共に国際的なピアニスト・作曲家 

で現在テレビ・ラジオに活躍中。52歳。 

は
 

10 月16 日 か ら 22 日 ま で 

行政相談週間です 
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十
月
十
六
日
か
ら
 

二
十
二
日
ま
で
の
一
 

週
間
は
行
政
相
談
週
 

間
で
す
。
 

行
政
管
理
庁
の
行
 

政
相
談
は
、
国
の
仕
 

事
を
は
じ
め
、
公
社
 

・
公
団
・
事
業
団
な
 

ど
の
仕
事
、
県
や
町
 

が
国
か
ら
任
さ
れ
た
 

り
、
補
助
金
を
受
け
 

て
行
っ
て
い
る
仕
事
 

に
つ
い
て
取
り
扱
っ
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
、
苦
 

情
要
望
意
見
、
間
い
合
せ
が
あ
り
 

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
申
し
出
く
だ
 

さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、
も
ち
ろ
 

ん
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

▽
と
き
・
と
こ
ろ
 

〇
十
月
十
七
日
 
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

（
法
務
局
職
員
が
同
席
）
 

〇
十
月
十
九
日
 
中
尾
生
活
館
 

（
行
政
管
理
庁
職
員
が
同
席
）
 

※
両
日
と
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
 

三
時
ま
で
 

赤
池
町
の
行
政
相
談
委
員
は
岡
 

田
宗
治
さ
ん
で
す
。
 

容
二
五
九
五
番
 


